
『
論
語
』
―
―
君
子
と
小
人
を
対
比
し
た
記
述 

  

君
子
は
周
し
て
比
せ
ず
、
小
人
は
比
し
て
周
せ
ず
。（
為
政
） 

君
子
は
広
く
公
平
に
親
し
ん
で
交
わ
り
、
一
部
の
人
に
お
も
ね
る
こ
と
は
な
い
が
、
小
人
は
片
寄
っ
た
お

も
ね
り
方
を
し
、
広
く
公
平
に
親
し
ま
な
い
。 

  

君
子
は

坦
た
ひ
ら

か
に
蕩 た

う

蕩 た
う

た
り
。
小
人
は

長
と
こ
し
な

へ
に
戚
戚
た
り
。（
述
而
） 

君
子
は
心
が
平
静
で
の
び
の
び
し
て
い
る
が
、
小
人
は
永
久
に
心
の
憂
い
が
去
ら
な
い
。 

  

君
子
は
上
達
す
。
小
人
は
下
達
す
。（
憲
問
） 

君
子
は
向
上
し
て
高
明
な
域
に
達
す
る
が
、
小
人
は
下
落
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。 

  

君
子
に
三 さ

ん

畏 ゐ

あ
り
。
天
命
を
畏
れ
、
大 た

い

人 じ
ん

を
畏
れ
、
聖
人
の
言
を
畏

る
。
小
人
は
天
命
を
知
ら
ず
し
て
畏
れ
ざ
る
な
り
。
大
人
に
狎 な

れ
、

聖
人
の
言
を
侮
る
。（
季
氏
） 

君
子
に
は
三
つ
の
畏
れ
が
あ
る
。
天
命
を
畏
れ
、
大
人
〔
有
徳
の
先
輩
・
高
位
の
賢
人
〕
を
畏
れ
、
聖
人

の
言
葉
を
畏
れ
る
。
小
人
は
天
命
を
知
ら
な
い
で
畏
れ
な
い
の
で
あ
る
。
大
人
に
な
れ
な
れ
し
く
し
、
聖

人
の
言
葉
を
ば
か
に
す
る
。 

 


